ミシュラン　パイロットパワー　テストレポート　第1回　07.06.30

この度、ミシュラン様、モトラボEJ様ご提供のパイロットパワーのテストライダーに選出されました　
CBR OWNER’S CLUB OF JAPAN 会員のよっさんです。

バイク用パーツのレポートってものを書いたことないので、おかしな表現などあるかもしれませんが
これから約半年間、みなさんの視点にたったレポートを作成していきますので、お付き合い宜しくお願いします。
レポート前にわたしのバイク歴を少し。
免許を取得して２４年になりますがこれまでのバイク歴で現在のCBR1000RR（04年式）が初のSSで
初のフルカウルバイクになります。

ツーリングとコーナリング大好き人間で、ラジアルタイヤのバイクに乗り始めてからはツーリングタイヤでも、
ややスポーツよりのタイヤを選択してきました（D２０５等。バイアスは参考にならないと思いますので…）。
実を言うとミシュランさんのタイヤ自体初めての使用になります。
交換前のCBRのタイヤはOEのピレリ　ディアブロコルサです。　
詳細は私のHP http://www12.plala.or.jp/legacy-bh/ を参照してください♪
こういった経歴を踏まえて、レポート開始です！

■タイヤ交換

もともとCBRのサービスキャンペーンでCBRスペシャルショップのモトラボEJに入庫予定でしたので、
同時にタイヤ交換もお願いしていったん帰宅。
その前にタイヤ受領の写真撮影を頼まれていたのを思い出し、モトラボEJの山本メカと写真撮影。

モトラボEJの江島社長はタイヤインプレでモーターサイクリスト等各誌に登場するすごい社長なのは

皆さんご存知のとおり。
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■タイヤ交換直後
まず、交換前と同じ空気圧でスタートしたのですが、タイヤ自体のダンピングが良くなったように感じました。
前のタイヤと比較して、手でトレッドを押したときに明らかに柔らかく感じるのでその差なのかと思います。
次の週末にはツーリングが控えてるんですが、平日の帰宅後にちょっと走ればいいやってことで、
この日はガレージまで数キロ走行したのみで帰宅。表面が見事にテカッてます。
以前はよくシリカの特徴なのか、最初のコーナーでこける、だの

新タイヤの特徴である一皮向く儀式（表面の油分をとる）は慎重にという話はよく聞きましたが、

最新のミシュランタイヤも少しは気にするものの、特段意識しなくとも無事帰宅。

[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]



■初期インプレッション（ツーリングにて）
平日も雨とかなんやかんやで皮むきも終わってないのにツーリング当日を迎えてしまいました　orz
出発時点では路面が濡れてましたが、幸い午前中は雨が降らずそのうち路面も乾いてきて約80km走行。その時点でのタイヤの表面です。

《ルート：R153足助→R252昼神温泉→妻籠宿》
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サイド以外はどうにか一皮剥けたという状態です。センター付近の白い粒状のものは路面の砂です。
まあ、ここまではタイヤ交換直後ということでおっかなびっくり乗ってましたんで、インプレできることは特にないです　(^^ゞ
このツーリングですが、午後から雨、翌日も雨（全国的な爆弾低気圧）ということが前日から判り切っていたので、
日帰りのわたしを除いて他のメンバーは全員４輪で参加という状態でした。（根性無し～！！）

一緒にツーリングに行ってレインウエアを着なかった覚えがないメンツ揃いです。４輪ペースで走行して来ましたんで、
ここで他のメンバーとお別れ。が、案の定１時間も走行しないうちに大粒の雨が降り出し、ここ以降はウエット性能のインプレになります。

結論から言うと傾斜した路面に雨水が流れているような場面、しかもゴミ（砂、落ち葉、木の小枝）が多少あっても安心して走行することができました。

最初は手探りでしたけど100km以上（距離ですよ）県道のウェット路面を走行しているうちに全く心配がいらないという結論に達しました。

当然、ドライと同じペースで走っているわけじゃないです。百戦錬磨とまではいきませんがこれまでのツーリング経験で養った感覚が、
今まで使用してきたツーリングタイヤと同等以上のウェット性能を持っていることを感じ取りました。
感心したのはコーナーになった橋の継ぎ目の鉄板を通過するとき。当然バイクを起こし気味にして、
あらかじめ滑ることを想定したラインで侵入しても、予想よりも滑らないんですね。特にフロント。不思議なタイヤです。
トータル250km走行です。
《ルート：R19妻籠宿→R363明智→県道11豊田→R248自宅》

☆次回は中低速コーナーが連続するワインディングへ朝連に出てそこでのドライ性能をレポートする予定です。

